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背景 。目的

1988年栃木県西那須野町で、 ソルガムの葉身および葉鞘に夏か ら秋 にかけて斑点 を
生 じ、激発 した株 は下葉か ら枯れ上がる未知の病害の発生が確認 され た。本病 の病原
の分離、同定、ならびにソルガム自殖系統の本病 に対する抵抗性の検定 を行 った。

成果の内容

ソルガムに発生 した新病害の病原菌を 埜 C堅奎yta SOtthitt SaCC。 と同定 し、病名
を ソルガム粒斑病 とした。本病 に対 して ソルガム自殖系統の多 くは罹病性 であった。

(1)病 斑 は権円形か ら円形 で、通常 は濃赤色か ら紫色であるが、 ソルガ ム系統 によ
っては黄褐色 となる。初め 0_5-■ .0× ■,0-3.O cmの 病斑が散在 し、後に融合 して
不規則な形 となる。病斑上 には固い突出 した小黒点 (柄 子殻 )を 多数生 じ、紙ヤ
ス リの ような触感 がある (図 ■)。

(2)病 原菌の柄子殻 は球形か ら偏球形、黒色、直径 320-5■ Oμ m、 高 さ 300-570
μmで 、長 さ 60-■ 50μ mの 殻 口を有する (図 2)。 柄胞子 は紡錘形 、無色、大 き
さ■2.5-27.5× 6.3-■ 0.Oμ m、 主に 2胞 で、隔膜部でわずかに くびれ を生 じる。
以上の形態か ら本病菌 を :生C⊆堂墜a SOr竺些理 Sacc.と 同定 した。
(3)本 病菌 によるソルガムの病害 は我国では未記載であ り、病斑の特徴 か ら病名 を
粒斑病 (英 名 Rough■ eaf spot)と した。
(4)常 法によ り本病菌 を単胞子分離 し、様 々な人工培地上で培養 したところ、オー
トミール培地上で最 も良好 に生育 し、多数 の柄 子殻が形成 され た。菌糸成長速度
は 27.5℃ で最 も速 く、 20～ 30℃ で良好であ った。 しか し、 10℃ お よび 32.5℃ では
生長がほとん ど見 られなか った (図 3)。
接種 は 105/m■程度 の濃度 に調整 した胞子懸濁液 を■6自 殖系統の幼苗 に噴霧 して
行い、接種 20日 後 に調査 を行 つた。その結果、 1系 統が抵抗性 を示 し、 1■系統が
罹病性 を示 した (表 1)。

活用面 と留意点

(1)本 病 は現在の ところ特定地点で発生が見 られ るだけである。 しか し、多発すれ
ば葉 を枯死 させ るので、発生地域が広が る と要注意病害 となる。

(2)ソ ルガム自殖系統の多 くは本病 に対 して罹病性 であ り、市販品種 も罹病性 を示
すことが多いと考 え られるため、注意が必要である。
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図 1.ソ ルガム粒斑病の病徴

系統 判定
a 
罹病度

b

表 1.ソ ルガム自殖系統の反応
図 2.柄 子殻 と内部に充満 した柄胞子
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図 3.オ ー トミール培地上での温度反応
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a:R=抵 抗性、M=中 庸、S=罹 病性
b:1=小 型斑点、2=中 庸、3=大 型斑点
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